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　災害が起きたとき、私たちは道路の重要性を改
めて認識する。緊急車両が被災地へ向かい、避難
所へ援助物資が運ばれ、社会インフラの復旧作業
が始まる。こうした活動の多くは、道路が通行で
きることを前提としている。月日に発生した
令和年熊本地震でも、道路の損壊や通行規制が
生じ、復旧が進められている。つまり、道路は災
害時に人命と暮らしを支える基盤である。
　では、被災した道路を復旧するためには、どの
ような資材が必要だろうか。その一つが「砕石」
である。
　砕石は、道路の埋め戻しや路盤の構築、仮設道
路の整備などに使われる。完成した道路を目にし
ても、その下にある砕石を意識することは少ない。
しかし、復旧の現場では大量の砕石が必要となる。
　砕石は、山から採取した岩石をそのまま使うわ
けではない。大きな岩石を破砕し、ふるいにかけ
て大きさごとに選別し、道路用やコンクリート構
造物用など、用途に応じた製品に仕上げる。必要
な品質を保つには、岩石の性質を見極め、各工程
を適切に管理する必要がある。
　ここで考えたいのは、砕石そのものだけではな
い。それを「どこから、どのように供給するか」
という問題である。
　砕石は㎥で約．ｔと重い。価格は㎥当た
り数千円程度だが、復旧工事では大量に必要とな
る。例えばｔダンプ台で運べるのは約．㎥
である。仮に片道㎞を運ぶと、往復では㎞
になる。実燃費を㎞／Ｌ、軽油を円／Ｌと
して計算すると、燃料代だけで約円もかかる。
実際には、これに運転手の人件費や車両の維持費
などが加わる。したがって、砕石は安価に見える
資材でも、重量が大きく大量に必要となるため、

運搬距離が延びれば輸送費の負担は決して小さく
ない。
　だからこそ、地域に砕石場があることには、防
災上の意味がある。平時には道路やコンクリート
構造物、建物などの整備を支え、災害時には復旧
に必要な資材を供給する。必要な場所の近くで砕
石を確保できることは、地域の復旧を支える重要
な条件なのである。
　しかし、砕石場の経営は容易ではない。人口減
少や建設需要の縮小に加え、燃料費・電力費の上
昇、人手不足、設備更新の負担もある。砕石場は、
災害が起きてから造ればよい施設ではない。平時
から設備と人を維持し、安定して生産できる体制
があってこそ、いざという時の供給力になる。
　防災というと、私たちは防潮堤、橋梁の耐震化、
避難所など目に見える施設を思い浮かべる。しか
し、それだけでは地域の復旧・復興は成り立たな
い。壊れた社会インフラを直す人がいて、そのた
めの資材があり、それを輸送する仕組みがあって、
初めて復旧は動き始める。
　大規模災害が起きてから、その必要性に気づく
のでは遅い。平時から、地域に何があり、誰が供
給し、どう運ぶことができるのかを考えておく必
要がある。砕石場も、その一つである。
　今回の熊本地震、そして月の千葉豪雨により
被災された皆さまに、心よりお見舞い申し上げま
す。被災された地域の一日も早い復旧と、皆さまが
平穏な日常を取り戻されることを願っています。

　※いわて防災学教室のバックナンバーは、岩手
大学地域防災研究センターのホームページ「公開
情報」で閲覧できます。
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補修が進む胆沢川橋

　年度第回の県大規模事業評
価専門委員会（山本英和専門委員
長、岩手大学理工学部准教授）が
このほど、盛岡市のエスポワール
いわてで開かれた。同委員会は、
県の大規模公共事業となる地域連
携道路整備事業の国道号「小
屋瀬道路」（葛巻町）の事前評価
や、国道号「白石峠」（大船
渡市、住田町）の再評価について
継続審議を行った。審議の結果、
「事業実施」とした県の評価は
「妥当と認められる」との答申を
まとめた。
　山本委員長は冒頭のあいさつ
で、「この委員会は構造物を造る
だけではなく、県民の命を守る最
前線にいるものと考えている。小
屋瀬道路は内陸と沿岸を結ぶ重要
な道路だ。事業効果が高く、災害
リスクを低減できる事業が求めら
れ、多角的な検討をお願いしたい」
と呼び掛けた。
　第回委員会の審議対象は、▽
一般国道号「小屋瀬道路」地
域連携道路整備事業（ネットワー
ク形成型）の事前評価▽一般国道
号「白石峠」地域連携道路整

備事業（ネットワーク形成型）の
再評価▽一般国道号「小谷木
橋」（奥州市）の地域連携道路整
備事業（ネットワーク形成型）の
事後評価―など。
　県土整備部道路建設課は、小屋
瀬道路の事前評価に関して、基本
便益の算出過程をはじめ、トン
ネル案と現道活用優先案の比較検
討の結果などを説明。総事業費は、
トンネル案が約億円、現道活
用優先案が約億円となったこ
となどを示した。
　出席した委員からは「二つの案
を比較すると、評価の結果が近し
いと感じる。維持費を長期で考え
た場合、トンネル案の方がコスト
を要するのではないか」との質問
が出された。
　同課は「トンネル案は冬期間に
おける除雪費を抑制できる。現道
活用優先案は、橋梁橋を整備す
ることとなり、橋梁のメンテナン
ス費用も必要となる」などと述べ、
総事業費のほか、距離短縮効果、
時間短縮効果などの総合的な比較
検討の結果、トンネル案の事業効
果が大きいことを説明した。

　このほか同課は、県央、県南、
沿岸、県北という地域修正係数に
ついて、評価調書の備考欄に記載
することで、評価上、分かりやす
い情報を盛り込む考えも示した。
小屋瀬道路では「県央（．）」
の地域修正係数が適用されるとし
た。
　白石峠の道路整備事業では、
「沿岸（．）」の地域修正係
数を適用し、修正便益を算出して
いることを説明した。
　小屋瀬道路の事前評価、白石峠
の再評価においては、第回委員
会での審議の結果、「事業実施」
とした県の評価は「妥当と認めら
れる」との答申をまとめた。付帯
意見はなかった。
　国道号「小屋瀬道路」の地
域連携道路整備事業（ネットワー
ク形成型）では、延長約㌔のト
ンネル整備を含む約㌔の道路整
備を行い、幅員狭小・線形不良区
間の解消を図る。計画幅員は一般
部が．（．）㍍、トンネル部
が．（．）㍍。この事業を導入
することにより、当該区間の課題
解消を図り、緊急輸送道路として
の機能強化、物流機能の向上、救
急搬送の支援などに資することを
目指す。
　同課では年度の事業化を目指
しており、事業期間は年度まで
の見通し。総事業費は現時点で約
億円と試算されている。

　東北地方整備局岩手河川国道事
務所は日付で、一関遊水地整備
等工事について一般競争で公告し
た。申請は日まで、入札締切は
日、月日の開札を予定して
いる。施行では、遊水地での地内
排水路工や管理用通路補修工、Ｐ
Ｃ橋工、法覆護岸工など、磐井川
での工事用道路撤去工を行う。
（関連６面）
　今回の工事は、一関市中里～平
泉町長島地内が施行場所となって
おり、工期は年月日まで
と設定する。遊水地での地内排水
路工として掘削工立方㍍、管
理用通路補修工を真滝管理用通路
と第管理用通路を進めるほか、
ＰＣ橋工、橋梁付属物工、橋梁現
場塗装工、舗装工（橋面部）、法
覆護岸工を実施。磐井川では、工

事用道路撤去工として掘削工
立方㍍を行う。
　工事実施形態は、総価契約単価
合意方式、総合評価落札方式（施
工能力評価型（Ⅱ型））、契約後

ＶＥ方式の試行、余裕期間を設定
した工事（フレックス方式）、生
産性向上チャレンジの試行、賃上
げを実施する企業に対して総合評
価における加点を行う工事などと
なっている。
　主な参加資格を見ると、東北地
方整備局の一般土木工事Ｃ等級
で、河川における掘削工の工事を
施工実績に付す。地域要件は、本
県内に本社（本店）が所在するこ
ととしている。

　金ケ崎町は、町道野中・佐倉河
線の胆沢川橋で進めている橋梁寿
命化に係る補修に関し、現在進め
ている桁の塗り替えなどを今年度
で終えたい考えだ。今年度分の桁
の塗装などの施工は、横沢工業所
が落札。町議会月定例会に契約
案件が上程され、議決を経て契約
の流れとなる。同橋については、

他にも補修の必要な箇所がある状
況で、今後も計画的に進めたいと
している。
　胆沢川橋は橋長㍍で、形式
は上部工が鋼単純合成鈑桁橋×
連、下部工が逆Ｔ式橋台、小判型
橋脚となっている。年に架設
された。
　同橋は橋梁の定期点検で、予防
保全の観点から措置を講ずること
が望ましい状態と定義する予防保
全段階のⅡと診断された。塗膜に
ＰＣＢが含まれており、処理年が
定められていることもあり、今回

補修を計画した。
　補修は、下部工で進めてきた。
具体的には、桁の塗り替え、支承
の補修、橋脚や床版のひび割れ補
修、排水管の補修などを実施して
いる。
　これまでの進捗状況を見ると、
施工を年度から実施。年度に
Ａ橋台からＰ橋脚間、年度
にはＰ橋脚からＰ橋脚間、
年度はＰ橋脚からＰ橋脚間で
施工を進めた。
　年度については、それまでと
逆側となるＡ橋台からＰ橋脚
区間の一部までについての工事を
発注。その後、Ｐ橋脚からＰ
橋脚区間の一部についても工事発
注した。
　残る施工が、Ｐと橋脚の間
の部分からＰとＰ橋脚の間ま
での区間。横沢工業所が請け負う
施工が残る部分となり、橋梁補修
工事一式、延長．㍍、支承補

修工基、現場塗装工平方㍍、
橋梁補修工一式、橋梁付属物工一
式、構造物撤去工一式、仮設工一
式などを、年月日までの
工期で進める内容となっている。
　胆沢川橋については、旧一般県
道永沢水沢線の橋梁で、胆沢川の
金ケ崎町と奥州市水沢の境に架か
り、以前は県管理だった橋梁とな
る。並行して走る県道路線を市
町道に移管する
形で県道前沢北
上線が認定され
たことに伴い、
町管理の橋にな
った経緯があ
る。同町が現在
管理する橋梁の
中でも、規模の
大きな橋梁なこ
ともあり、予防
保全段階で施工
を進めてきてい

る。
　胆沢川橋での桁の塗装などに関
する施工は、年度での完了を予
定している。ただ、胆沢川橋では
予防保全の観点から、伸縮装置や
橋面防水など、ほかにも補修が必
要な箇所が認められる状況となっ
ている。今後も必要な予算を確保
し、計画的に補修工事を進めてい
く意向だ。


